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上
州
街
道
に
沿
っ
た
村
で
、
上
田
城

下
に
隣
接
し
て
い
る
上
房
山
は
、
江
戸

に
害

時
代
か
ら
商
人
や
旅
人
た
ち
で
賑
わ
っ

た
と
い
わ
れ
る
町
で
す
。
現
在
で
も
商

庖
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
こ
の
通
り
に
、
洋

風
建
築
の
公
会
堂
が
あ
り
ま
す
。

建
物
の
正
面
に
右
側
か
ら
『
上
房
山

公
曾
堂
』
と
書
か
れ
た
文
字
は
、
こ
の

公
会
堂
の
時
代
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
や
壁
、
窓
枠
な
ど
に
は
特
に
派
手

• 

な
装
飾
も
な
く
、
簡
素
な
イ
メ
ー
ジ
。

し
か
し
、
屋
根
の
部
分
に
は
半
円
形
に

並
ぶ
飾
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
細

長
い
大
き
な
窓
も
特
徴
的
で
す
。

「
昭
和
3
1
5年
ご
ろ
の
建
物
じ
ゃ

な
い
か
な
。
当
時
は
も
う

一
間
ほ
ど
前

方
に
門
が
あ
っ
て
、
玄
関
先
で
よ
く
パ
ッ

チ
ン
を
し
て
遊
び
ま
し
た
」
。
こ
の
公

会
堂
の
隣
で
商
庖
を
営
む
小
宮
山
文
普

さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
を
振
り

返
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
後

「早
起
き
会
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
、
初
年
ぐ
ら
い
の

閥
、
早
朝
こ
こ
を
使
っ
て
お
り
、
「
毎

朝
、
印
j
叩
人
で
廊
下
を
ぞ
う
き
ん
が

け
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
床
だ

け
は
ピ
カ
ピ
カ
で
・
:
」
と
も
。

こ
こ
は

一
時
期
、
市
役
所
の
支
所
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
普

か
ら
、
こ
の
辺
の
中
心
的
存
在
の
建
物

で
す
ね
」
と
語
る
小
宮
山
さ
ん
で
し
た
。

園田口臼
口国国国
‘よ房山公会堂(よ房山)

〈再生紙を使用しています〉
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上
堀
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

塩
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

で
行
い
ま
す

園

田

園

圃

・

・

・

園

田

園

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

・

・

・

圃

圃

圃

園

田

園

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

・

・

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

輔

副

圃

・

・

・

園

田

園

圃

圃

圃

圃

園

田

園

圃

圃

圃

・

圃

・
・

・
圃

園
田

園

田

園

町

園

田

園

・

・

・

・

圃

圃

圃

圃

一

4

防
災
の
回
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
7

9
月
1
日
は
『
防
災
の
日
』
で
す
。
こ
の
日

は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
こ
の

災
害
を
忘
れ
ず
に
、
防
災
の
た
め
の
教
訓
と
し

て
生
か
す
た
め
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
防
災
訓
練

を
は
じ
め
と
す
る
防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

上
田
市
で
も
例
年
、
こ
の
日
に
併
せ

『上
田

市
地
震
総
合
防
災
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
主
会
場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
0

・
昼
間
:
・
上
堀
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

.
夜
間
・・・塩
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

9
月
1
日
の
午
前
中
、
踏
入

・
泉
町
・
下
堀
・

上
堀
自
治
会
を
重
点
地
区
と
し
て
、

上
堀
河
川

・敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
救
助
・
救
出
訓
練
、

消
火
訓
練
、
煙
体
験
訓
練
、
給
水

・
浄
水
訓
穂

物
資
集
配
・
輸
送
訓
練
、
復
旧
訓
練
な
ど
の
各

種
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
こ
の
昼
間
の
訓
練
の
ほ
か
に
、

五
加

・
上
本
郷
・
中
野
自
治
会
を
重
点
地
区
と

し
て
、
塩
田
中
学
校
を
中
心
に
避
難
誘
導
訓
練

を
主
と
し
た
夜
間
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
二
つ
の
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、

当
日
は
訓
練
会
場
周
辺
に
お
い
て
、
交
通
規
制
H

別
図
参
照
H
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
災
訓
練
戸
積
極
的
民
参
加
レ
よ
ラ
ー

各
自
治
会
な
ど
に
お
い
て
、
同
日
、
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
あ

り
ま
す
が
、

今
年
1
月
日
日
に
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
を
各
方
面
に
も
た
=
り
し
た
兵
庫
県
南
部

地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

い
ざ
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
、
各
人
・
各
機
関
が
災
害
に
対
し
、
的

確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
防
災
対
応
行
動
を
再

確
認
す
る
た
め
に
も
、
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災

訓
練
に
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

i

P
A
R
T
5
5
 

H

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
H

《わ
が
家
の
防
災
会
識
を
聞
こ
う》

い
つ
災
害
に
襲
わ
れ
て
も
、
家
族
の
だ
れ

も
が
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に

お
け
る
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
心
が
け
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

大
き
な
差
に
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

[
家
族
防
災
会
議
の
ポ
イ
ン
ト
]

-
地
震
等
発
生
時
の
家
族

一
人
ひ
と
り
の

役
割
分
担
を
決
め
て
お
く
。

-
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
ほ
う
が
ま

れ
な
は
ず
。
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な

っ

た
時
の
集
合
場
所
・

連
絡
先
・

連
絡
方
法

を
決
め
て
お
く。

-
避
難
場
所
・

避
難
ル
l
卜
を
確
認
し
て

お
く
。
(
現
時
点
の
広
域
避
難
場
所
は
別

表
の
と
お
り
〉

-
非
常
持
出
し
品
を
確
認
し
て
お
く
。

※
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
、

広
域
避
難
場
所
も
見
直
し
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う》

兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
い
て
、
神
戸
市

の
あ
る
地
区
で
は
、
住
民
の
一
体
と
な
っ

た
消
火
活
動
に
よ
っ
て
火
災
の
拡
大
を
く

い
止
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
そ
の
被
警
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
災
害
か
ら

い
ち
早
く
立
ち
直
る
た
め
に
も
、
地
域
ぐ

る
み
の
協
力
体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
は
、
自
主
防
災

(2) B. 16 広報うえだ7.
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千幽川

9月1日の訓練の際には、矢印で示した区間が

午前8時30分から9時45分まで通行止になります

ので御協力ください

至上園駅

.交通規制図

広滅進費量所 対象区主主

防災センター
崎入、魚町、」二常国、中常圏、下常

信 大

東小
回、1ヒ常菌、材木町、機町、常入

ー 中 北天神町、南天神町、贋医町、本町、

日本たばこ 総旭町、末広町、大手町、泉平

~t 海野町、丸繍町、原町、馬嶋町、袋

一 中
町、鍛冶町、岡町、 柳町、上紺鹿町、
よ鍛冶町、新回、よ川原柳町、下JII

清 明 服柳町、 lt宕町、よZ車山、下房山
下鮒鹿町、木町、北大手町、緑が丘、

西 飯原、新慮、函館、織が丘北、緑が

市民体育館 丘菌、新町、陳勧告事、生母、常盤町、
織北

四 中 小故、風防影町三好町、鋼所、中之

千 幽 事E 象、千曲町、中村、須川、朝自ケ丘

--
川 辺 小 よ図版、川辺町、倉升、下之条、神

川辺泉図勉玄跡tセンター 飢.地、東郷世‘半遇、構図、吉
留

iI Ijt IJ'、
~尻地玄公民館 歓初、よ忠良、下11尻

』

神 川 小 大屋、岩下、下膏木みすず台術、

待川地玄公民館 みすず台北、よ青木衡が丘、久保
体、.坪、よJt.因分、下纏、よ縫

神 科
畑山、伊努山、神科新慮、野竹、西
野竹、笹井、積円、染慮、蛇沢、金

染 谷 iIi 弁、山口、大久保、a豊島、金剛寺、
富士見台、川原、住吉が丘

務、大白木、長入、宮之よ、 小井田、• 殿 中首園、町吉田、綴台、下吉筒、綜

環境改硲センター 之郷、下郷」岩清水、矢沢、赤続、
海戸、ひかり

中 II 国
下本織五加、よ本量弘中野、 よ小

iI 図 中
島、下小島、保野、舞園、八木沢、

東五加、学海問、学海北、 八第

事E JI 回 平井唱号、鈴子、石神、柳沢、下之郷、

東J;t田老人集会所 耳障奥底、中縮、下組、桜

茜 11: 回 十人、，臣官官山、西前山、 手t章、 自E田
西海図会館 新町、山筒、野愈

耳q 蕩

繍 染
間 よ手、規内、大場、分去

._-~ 

諸有 霊

JI) 若
l、漏野、興、に古筒、Il戸、康之本
- ー

室賀基幹集落センター よ富賞、下蜜賞、ひばりケ丘

六 中
小泉

川西社会篠継センター

9 FJ 1自の訓練の際には、矢印で示し
た区聞が午後8時00分から9時00分まで

通行止になりますので御協力ください。

上田駅

-交通規制図

至

.広域避難所一覧表

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い
連

帯
意
識
を
も
っ
て
、
災
害
に
負
け
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
総
務
課
(
内
線
1
2
0

6
)
、
消
防
本
部
(
宮
@
0
1
1
9
)

16 B. 忠報うえ痘7.[3 ) 
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「
消
費
生
活
大
学
」
を

受
講
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
県
で
は
、
地
域
で
消
費
者
活
動
を

実
践
で
き
る
人
を
養
成
す
る
た
め
に
、

消
費
生
活
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。マ
学
習
期
間
四
月

i
翌
年
3
月

(
出
席
日
数
は

8
日

間

程

度

)

マ

内
容
消
費
者
問
題
、
経
済
知
識
、

生
活
設
計
、
法
律
知
識
な
ど
マ
受

講
資
格
県
内
居
住
者
で
、
初
歳
以

上

の

男

女

マ

受

講

料

無

料

マ

募
集
期
間

9
月
1
日
制

i
m月
白

日

ω
マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
9
)

大
気
汚
染
防
止
推
進

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

••• 
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
の
空
気
は
、

わ
た
し
た
ち
自
身
が
使
う
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
暖
房
な
ど
に
よ
り
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
汚
れ
て
い
ま

す
。
特
に
冬
期
間
は
暖
房
や
自
動
車

の
暖
気
運
転
な
ど
に
よ
り
、
大
気
の

汚
染
が
進
行
し
ま
す
。

環
境
庁
で
は
、
ロ
月
の
「
大
気
汚

染
防
止
推
進
月
間
」
に
向
け
て
、
わ

た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
、
大
気
汚

染
防
止
へ
の
行
動
の
た
め
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
学
校
・

学
年
)
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
-

枚
に
つ
き
1
案
を
記
入
の
う
え
ご
応

募
く
だ
さ
い
(
何
枚
で
も
応
募
可
)
。

マ
締
め
切
り

9
月
初
日
鮒
マ

あ
て
先
一
9
1
0
5
東
京
都
港
区
西

新
橋
l
ー

ηー

4
西
新
橋
Y
K
ビ
ル

「
水
と
緑
の
惑
星
保
全
機
構
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
B
係
」
マ
賞
金
・

賞
品
環
境
庁
長
官
賞
・
公
害
健
康

被
害
保
証
予
防
協
会
会
長
賞
・
・・
各
1

点
(
副
賞
叩
万
円
)
、
入
選
・:
2
点

〈
副
賞
5
万
円
)
、
佳
作

:-m点
マ

注
意
事
項
応
募
作
品
は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
作
品
の
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
ま

た
、
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
。
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
7
)

| 文化会館開館ilIl周年記念 チェコ共和国劇団ドラック日本公演 目

ひと・もの・おとがつくる舞台

ビドリチカ~音のごちそう
.とき 9月13日(水)
(午後6時開場・ 6時30分開演)

.ところ文化会館
(材木町1丁目)

.問い合わせ文化会館
(包~0760)

市
営
住
宅
補
充
入
居

建
築
指
導
課
へ
ど
う
ぞ

[4J 16 広報うえだ7.B. 

-入場料
子ども(16歳未満)…1.000同

一般(16歳以よ)…2.000円

.チケット取り扱い

*文化会館(中央公民館)
*各公民館*市民会館
*上回西武*琴光堂楽器庖

上
田
原
第
二
団
地
(
第
二
種
)
、
御

所
団
地
(
第
二
種
)
、
学
海
団
地

(
第
一
種
)
、
学
海
団
地
(
第
二
種
)
、

岡
団
地
(
第
一
種
)
マ
問
い
合
わ

せ
建
築
指
導
課
(
内
線
1
5
4
8
)

••• 
市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
建
築
指
導

諜
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
受
け
付
け
期
間

8
月
お
日
開

か
ら

9
月
1
日
樹
ま
で
マ
募
集
団

地
と
種
別
緑
が
丘
西
団
地
(
第

一

種
〉
、
上
田
原
第
一
団
地
(
第
二
種
)
、

さわやかな青空を/



育児休業給付高年齢雇用継続給付の受給資格の確認!械みで跡I
• 

4月1日から育児休業法がすべての事業所に適用され、雇用保険による育児休業給付

制度がスタートしました。また、高年齢雇用継続給付制度も始まりました。

この制度は、該当になるかたを雇用している事業主が、公共職業安定所に関係書類

を提出し受給資絡の確認を受けることになっています。受給資格の確認が行われてい

ない場合はすみやかに手続きをしてください。

c>問い合わせ 上岡公共臓業安定所 (n@6363)

信
越
線
第
三
セ
ク
タ
ー

鉄
道
会
社
の
「
社
名
」

••• 
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
現
在

の
J
R
信
越
線
・
篠
ノ
井
j
軽
井
沢

聞
は
、
県
や
沿
線
自
治
体
な
ど
で
出

資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
(
登
山
会
社
)

が
経
営
し
ま
す
。
平
成
8
年
春
に
設

立
す
る
こ
の
会
社
の
名
称
(
商
号
)

を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、

名
称
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
職
業

(学
校
名
)
を
明
記
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
(
一

人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
は
が
き

1
枚
に
つ
き
1
点
と
し
て
く
だ
さ
い
)

マ
応
募
期
限
叩
月
幻
日
閃

マ

応
募
・
問
い
合
わ
せ

一一場
3
8
0
ー

叩
県
庁
企
画
局
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道

対
策
室

(8
0
2
6
2@
7
0
2
0)

信
州
大
学
放
送
公
開

講
座
に
ご
参
加
を
/

••• 
.
 テ
レ
ビ
に
よ
る
放
送
公
開
講
座

マ
科
目
『
信
州
の
歴
史
と
文
化
』

j
山
と
平
の
南
北
文
化

i

マ
放
送

時

間

叩

月

7
日
出
j
ロ
月
初
日
出

(毎
週
土
曜
日
、
日
回
〉
午
前
5
時

品
分
1
6時
叩
分
、

S
B
C
テ
レ
ビ

で
放
送

・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
公
開
講
座

マ
科
目

『
誤
信

・
迷
信
・
音
信
の

心
理
学
』
マ
放
送
時
間

日
月
日

日
制

1
来
年
1
月
比
日
側
(
毎
週
日

曜
日
、
日
田
)
午
後
7
時
1

7
時
必

分、

S
B
C
ラ
ジ
オ
で
放
送

-
募
集
内
容

マ
応
募
資
格
①
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
受
講
す
る
講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
購

入
す
る
こ
と
③
学
習
指
導
に
出
席

す
る
こ
と
④
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
に
協
力
す
る
こ
と

マ
募
集
定
員

各
3
0
0
人

マ

受
講
料

無
料

(必
要
経
費
は
受
講
生
負
担
)

マ

応
募
期
間

9
月
1
日
掛
1
9
月
却

日
幽

マ
問
い
合
わ
せ
信
州
大
学

学
生
部
学
生
課

(8
0
2
6
3@
4

6
0
0、
内
線
2
2
7
7
)

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

9
月
講
座
の
参
加
者

••• 
マ
対
象
市
内
に
住
む
か
市
内
の

事
業
所
に
勤
務
の
却
歳
ま
で
の
勤
労

青
少
年
の
か
た
マ
申
し
込
み

8

月
お
日
開
か
ら
9
月
1
日
働
ま
で
に
、

青
少
年
ホ
l
ム

(消
防
本
部
前
)

へ

受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
受
け
付
け
も
し
ま

す
。
な
お
、
各
講
座
と
も
定
員
に
な

り
次
第
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

マ
受
け
付
け
時
間

午
後
四
時
叩

分
か
ら
午
後
9
時
ま
で
(
日
曜

・
祝

日
は
休
館
日
)
。

マ
受
講
料

英
会

話
:・

1
6
4
0
円
、
手
話
・:
無
料
、

そ
の
他
の
教
室
:・

1
2
3
0
円
、
ほ

か
に
利
用
者
協
議
会
費
・:
5
0
0
円

マ
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
φ
牟
ホ
ー

ム

(
包
⑫

7
1
1
7
)

定員 | 材料費等 | 活動時問

臥 |材桝料費釦4，蜘州円鰻{晴1咽描)川|い1怜削8:3附:念3ω0-寸2耽0仕:30

旬臥人 |材料糊費船4蜘円鐙糠度(咽 11附 -2附

1泊臥8払人 | 梅糊鮒針十.毛糸2色 118却 -2側

1惚臥8払人| 半判巾崎稽紡ぴ. 鞠 |い1附~勾仰:念却3鈎0 

叩臥人 |材糊4蜘円程縦度(1畑 118ω:念却30ト-2初0:3ω0 

2初似0臥人 |テキスト代(α2閃，50ω市附 11叩9:捌:

1防臥5以人 |敬から手話を学ぼう 119:30-2附

20人 |運動できる1践 119:00-20:30 

9月開3講着講座

謙 座 名|同川-刷日81 期捌問 |回数

料漫教室|月|川~叶1ロ2ν/41い12回
料淫教室|火|ω-12/121い12回
手編み教室|火iい19/ν/1叩9-12/12112回
潜付け教室|μ川氷刈!い9/20伽0ト~叶12ν/パ61い12回
料浬教室|水!仰~叶1ν6バ112回
鰍英会話教霊|同同木村iい9ν/ハ1トト 1ν/叫16咽回
舗単手路教案|木|仰

エアロビクス |金19/22-1η2ν/ハ1河5112回

暴
力
追
放
を
訴
え
る

ポ
ス
タ
ー
の
標
語
を

••• 
側
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
暴
力
追
放
運
動
に
活
用
す
る

ポ
ス
タ
ー

・
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
用
紙
な
ど

①
ポ
ス
タ
ー
・:

B
3
判
の
画
用
紙
②
標
語
:
・
官
製

は
が
き

(
l
枚
に
何
点
で
も
可
)
、

い
ず
れ
も
作
品
に
は
住
所

・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
〈
学
校
名
)

電
話
番
号
を
明
記
マ
締
め
切
り

8
月
担
日
附

マ
応
募

・
問
い
合
わ

せ

附
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー

(包
0
2
6
2
@
2
1
4
0
)

「
近
世
文
書
講
習
会
」

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

••• 
地
方
史
研
究
な
ど
の
貴
重
な
資
料

と
な
る
、
近
世
文
書
の
解
読
技
術
を

習
得
す
る
と
と
も
に
、
近
世
文
書
へ

の
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と、

「近
世
文
書
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

マ
と
き

9
月
2
日
出
・

3
日
目

マ
と
こ
ろ

県
立
長
野
図
書
館

(
長
野
市
)

マ

参
加
費

1
5
0

0
円
(
資
料
代
)

マ
申
し
込
み
期

限

8
月
紅
白
刷
マ
由
申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ

県
立
長
野
図
書
館

(
包

0
2
6
2⑧
4
5
0
0
)
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-情報テーブル・

児
童
扶
養
手
当
な
ど

請
求
お
よ
び
現
況
届

••• 
-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
凶
歳
未
満
(
平
成
7
年

度
中
に
凶
歳
に
な
る
児
童
を
含
む
。

心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
却
歳
未

満
)
の
児
茸
が
離
婚
な
ど
で
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
場
合
、
ま

た
は
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
場

合
に
、

そ
の
児
童
を
監
護
す
る
母

(
養
育
し
て
い
る
人
)。

た
だ
し
、
所

得
制
限
あ
り
。

マ

手
当
の
支
給

支
給
月
額
:
・児
童
l
人
の
場
合
4
1

3
9
0
円
、
児
蛍

2
人
の
場
合

4
6

3
9
0
円
、
児
霊

3
人
以
降

1
人
に

つ
き

3
0
0
0
円
加
算
。
支
給
月
:
・

年
3
回

(
4
・8
・U
月
)

-
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
が
あ
る
却
歳
未
満
の
見
童
を
監
護

益
育
す
る
父

・
母
か
養
育
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
あ
り
。

マ
手
当
の
支
給

支
給
月
額
:
・
障
害

者

1
人
に
つ
き

l
級
5
0
3
5
0円、

2
級
3
3
5
3
0
円
。
支
給
月
:・
年

3
回

(4
・
8
・
日
月
)

-
現
況
の
届
け
出

受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手
当
お
よ

び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
屈
を

住
所
地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
今
年
度

「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、

8
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
マ
提
出

期
限

8
月

白

日

附

マ

提
出
先

福
祉
課
(
南
庁
舎
1
階

・
内
線

1
6

0
8
)
 

「
交
通
災
害
共
済
」
に

気
軽
に
申
し
込
み
を

••• 
平
成

6
年
度
交
通
災
害
共
済
期
間

が、

5
月
出
日
で
切
れ
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
の
加
入
率
は
、

7
月

初
日
現
在
釘

・
3
%で
す
。

更
新
時
期
に
加
入
さ
れ
な
か
っ
た

か
た
で
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

生
活
環
境
謀
、
各
支
所
で
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
交
通
事
故
で

す
が
、
万

一
の
場
合
に
備
え
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

マ
会
費

5
0
0円

マ
問
い
合

わ
せ

生
活
環
境
課
〈内
線

1
3
8
9)

常
に
広
く
安
全
に
/

道
路
を
ま
も
る
月
間

••• 
8
月
は

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

で
す
。
道
路
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。
し

か
し
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ

る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ

れ
が
ち
で
す
。

市
も
道
路
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
「
道
路
に

空
き
缶
、
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
捨

て
な
い
」
「
道
路
へ
広
告
看
板
、
商

品
、
自
転
車
な
ど
を
置
か
な
い
」

「
道
路
上
に
は
み
出
た
木
の
枝
を
切

除
す
る
」
な
ど
、
道
路
を
常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

管
理
課
(
内
線
1

5
0
7
)
 

8月は 『道路を守る月間Jです

不
用
品
の
登
録
は
、
無
料
の
も

の
の
み
で
す
の
で
、
ご
了
薄
明
く
だ

さ
い
。
な
お
、
す
で
に
登
録
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
登
録

の
臼
よ
り
6
か
刈
山
は
そ
の
ま
ま

登
録
し
ま
す
。

マ
ベ
ビ
l
パ
ス

マ
ふ
ろ
一
式

(
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
)
マ
ガ
ス

レ
ン
ジ
(
都
市
ガ
ス
周
)
マ
油

絵
道
具
セ
ッ
ト
マ
ぬ
か
ご
マ

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
シ
ン
グ

ル
ベ
ッ
ド

マ
ベ

ビ
|
ベ
ッ
ド
マ
ベ
ビ
ー

カ
ー

(
A型
・
8
型
)
マ
ベ
ピ
l

ラ
γ
ク
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
l
ト

マ
全
自
動
洗
泌
機
マ
や
ぐ
ら

コ
タ
ツ
(
印
仰
角
〉
マ
テ
レ
ビ

マ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
マ
2
段
ベ
ッ

ド
マ
グ
ロ

ー
ブ
マ
剣
道
防
H
H

マ
地
球
儀
マ
幼
児
用
英
語
教

材
マ
ギ
タ
l

マ
屯
子
オ
N

ガ

ン
マ
第
六
中
学
校
の
制
服

・
運

動
者
(
女
子
周
)
マ
神
川
小
学

校
の
運
動
若

(
1
4
0
1
1
6
0

8

マ
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
マ

犬
小
屋

(6 ] B. 16 広範うえだ7.



a・h
司F

マ
ン
ガ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

展
を
開
催
し
ま
す
/

便利で確実な口座娠笛のご利用を

納期限8月31日(木)
・市 県民税 2期
・国民健康保険税 2期

••• 
上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
は
、

『
マ
ン
ガ
』

に
よ
る
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
啓
蒙
を
、
マ
ン
ガ

家
の
協
力
を
得
て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。こ
の
一
環
と
し
て
、

9
月

1
日
掛

か
ら

9
月

M
日
田
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド

U
E
D
A
で

「
マ
ン
ガ
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
石
ノ
森
章
太
郎
名
替
館
長
か
ら

現
代
若
手
マ
ン
ガ
家
ま
で
約
1
8
0

人
の
原
画
を
展
覧
す
る
ほ
か
、
戦
後

の
マ
ン
ガ
史
を
パ
ネ
ル
や
写
真
で
紹

介
し
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
ガ
へ

の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。入
場
料
は
、
一
般

・
大
学
生

5
0

0
円
、
高
校

・
中
学
生

3
0
0
円、

小
学
生

1
0
0
円
で
す
。

な
お
、
こ
の
展
覧
会
は
、

8
月
下

旬
に
東
京
の
三
越
美
術
館

・
新
宿
で

も
行
わ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E

D
A
や

S
A
R
U
T
O
B
--君
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

9
月

1
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相談名 日 時 会場など

9月8日樹
法 律 相 談 13:30~15:30 市
(予約制) 9月22日樹

役所
生活環境課

13:30~15:30 (本庁舎 1階)
9月14日附 Z宝

土地建物相談 @ 
13:00~16:00 4 

人権・ 悩みごと相談
9月7臼附 人権同和対策課

13:00~16:00 。(南庁舎 1階)
9月 1日働
。
農業委員会

農地問題相談
8:30~17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 相 談
9月11日(月)

上回西武
10:00~15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00~15:0。

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00~16 : 00 

法 律 相 談 9月16日出 社会福祉協議会

(予約制) 10:00~正午 (包@8080)

児 童 相 談
毎週月・土曜日
13 : 30~15 : 30 

結 婚 相 談
毎週水曜日
10 : 00~15 : 00 

法 律 相 談 9月20日(1J<)
(予約制) 13:30~15:00 上田商工会議所

保険年金相談 毎週月~金曜日
(H@4 5 0 0) 

9:00~16:00 

市 民 相 談
毎週月~金曜日 生活環境課
9:00~16:00 市 (本序舎 1階)

児 童 相 談
毎週月~金曜日

役
福祉課

9:00~16:00 (ft@2 0 0 0) 

母 子 相 ~ 
毎週月~金曜日 所 福祉課
9:00~16:00 (内線1608)

マ
問
い
合
わ
せ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(岱
@
1
0
0
0)

幅
、

ι税
金
は
納
期
限
ま
で
に

正
し
く
納
め
ま
し
ょ
う

••• 
市
税
な
ど
を
納
入
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
督
促
状
が
届
い
た
と
の
苦

情
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
督

促
状
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
納
期
限
後
に
納
め
ら

れ
た
場
合
に
は
行
き
違
い
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
延
滞
金
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
か
た
と
の
均
衡
を
図
る

た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
計
算

さ
れ
る
高
利
な
利
息
で
す
の
で
、
災

害
に
あ
わ
れ
た
と
か
生
活
困
窮
と
か

の
、
特
殊
な
場
合
以
外
は
減
免
で
き

ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
引
き
落
と
し
日
の
当

日
に
入
金
し
た
の
で
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
前
日
ま
で
に
入
金
し
、
残
高

メディアランドUEDAで開催

を
確
認
く
だ
さ
い
。

明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
税
金

の
納
期
内
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

収
税
課
(
内
線
1

3
o
l
-
-
3
0
5
)
 

事
業
所
に
毎
月
勤
労

統
計
講
査
特
別
調
査

••• 
労
働
省
で
は
、
今
年
7
月
白
日
現

在
で
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
常
用

労
働
者
を
1
人
か
ら

4
人
雇
っ
て
い

る
事
業
所
の
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど

を
調
べ
る
も
の
で
、
結
果
は
労
働
・

経
済
問
題
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
、
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

県
庁
情
報
統
計
課

(2
0
2
6
2
⑧
7
0
7
3
)
 

大
学
入
学
資
格
検
定

説
明
会
と
個
別
相
談

••• 
マ
と
き

9
月
初
目
的
午
後
l
時

加
分
か
ら

マ
と

こ

ろ

松

本

勤

労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(松
本
市
中
央
4
)

マ
申
し
込
み

電
話
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い

〈参
加
は
無
料
〉

。

マ

問
い
合
わ
せ

大
検
情
報
セ
ン
タ
ー

(2
0
1
2
0
1
5
5
5
1
0
1
8
)
 上田市の交通事故発生状況 件数 363{!f(-31)う禁場付言l謀総)
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かわだ申りな

川田夢里菜ちゃん
(4か月・金弁)

『お癒しが大好きな夢

呈菜です。気が付げ{ま、

いつも一人で、天井に向

かつて話していますJと、

母のかおるさん。

保健FTtt
健康推進課(内線1626)

.9月の乳幼児健康診査
b受付時間 いずれも午後1時-2時 b持ち物
母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児〉、歯ブラ

シ(1歳6か月児)0 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちください。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送り

しますので、ご記入のうえお持ちください。また、尿

検査の容器もお持ちくださL、。

・保健センター(市役所南庁舎2階)
健診 実施日 生年月日

4か月
9月12日 7. 4. 16~ 4. 30 

9月28日 7. 5. 1 -5. 15 

10か月
9月5日 6. 10. 16~10. 31 

9月26日 6. 11. 1 -11. 15 

1歳6か月
9月13日 6 . 2. 16-2. 28 

9月20日 6 . 3. 1 '" 3. 15 

3歳
9月4日 4. 8. 1 -8. 15 

9月29日 4. 8. 16""'" 8. 31 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

4か月 9月 9 1 7.4.16~5.15 
10か月 1日 6. 10. 16-11. 15 

1歳6か月 9月6日 6 . 1. 16-3. 15 

-川西社会福祉センター(川西地区)

4か月 7. 4. 16-5. 15 

10か月 9月22日 6. 10. 16"'11. 15 

1歳 6か月 6. 2. 16-3. 15 

-きのこに関する写真を募集

9月22日掛から24日(日)まで、きのこ中毒予防月間の

一環として「きのこ展示会Jiきのこ相談室Jiきのこ
写真展」が信州ジャスコ脚上田庖で開催されます。こ

の写真展の作品を募集します。

じ〉題材 きのこに関連のある風景・生態写真 [>サ

イズ カラープリント四ツ切り(額またはフレーム入

り) t>応募先 9月4日(用)までに上田保健所(fi@

1 2 6 0)、上小食品衛生協会(岱(5657)市役

所健康推進課(内線16 2 6)へどうぞ。t>応募規

定 ①応募数に制限はありません。②応募作品は未発

表のものに限ります。③作品の裏面に画題・住所・氏

名 ・電話番号を記入してくださし、。

し尿のくみ取り
料金が変わります
10月l日聞から、し尿のくみ取り料金が、

ホ18リットル当たり154円(消費税別)に改定

されます。

これは、市民サービスの向上を図ることな

ど、上田市し尿汲取料金検討委員会の答申を

受けて改定するものです。

皆さんのご協力をお願いします。

t>問い合わせ生活環境課 (内線13 8 7) 

.r母親学級」へおでかけください
お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み、育てていくためのお手伝いさせていただく

のが「母親学級」です。

予約は不要です。直接お

出かけくださ L、。

b対象妊娠中の人 (出
産予定日=平成8年3月

まで) t>ところ塩田

母子健康センター(岱⑧

3149) t>持ち物

母子健康手帳・筆記用具

t>費用無料 b問い

合わせ塩田支所(包⑧

3 0 0 0) 

.母親学級の日程と内容

回 月 B 内 骨.，." 

9月13日(榊 丈夫な歯を作るために、妊娠中の栄養

2 9月20日制 妊娠中の生活、出産の準備、母現栄養の良さ

3 9月27臼附 安産のために、妊婦体操、呼吸法

4 10月4B(的 産後の体操、おふろの入れ方

5 10月11日(的 育児について

広報うえだ7.8. 16 [8J 
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